
問

第
三
学
区
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
所
）

の
施
設
整
備
が
進
ん
で
い

る
が
、
資
材
の
高
騰
や
資

材
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
の
影
響
と
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

資
材
不

足
や
納
入
の
遅
れ
は
な

く
、
工
事
全
体
の

％
程

15

度
ま
で
進
ん
で
い
る
。

資
材
高
騰
に
は
、
建
設

工
事
契
約
に
基
づ
く
イ
ン

フ
レ
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
対

応
し
て
い
る
。

問

京
田
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
整
備
に
係
る
設
計

業
務
委
託
料
９
６
５
万
９

千
円
が
、
補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
る
。

京
田
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
も
老
朽
化
が
進
み
、
数

年
前
か
ら
施
設
整
備
の
要

求
が
出
さ
れ
て
い
た
。

施
設
規
模
や
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

京
田
小

学
校
内
に
は
余
裕
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
こ
と
か
ら
新
設

す
る
。

現
施
設
と
同
程
度
の
面

積
で
、

人
の
児
童
数
と

80

し
、
今
年
度
か
ら
設
計
に

着
手
し
、
９
年
度
か
ら
10

年
度
に
か
け
工
事
、

年
10

度
中
の
開
所
を
目
指
す
。

問

施
設
整
備
に
向
け
、

地
域
住
民
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
支
援
員
等
の
声
を

聴
く
機
会
の
確
保
は
。

健
康
福
祉
部
長

京
田
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
委

員
会
で
平
面
プ
ラ
ン
を
示

し
、
意
見
を
伺
い
設
計
内

容
に
反
映
す
る
。

問

国
は
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
施
設
は
学
校
施

設
等
、
既
存
施
設
の
活
用

を
基
本
と
す
る
と
の
方
針

だ
（
「
放
課
後
児
童
対
策

パ

ッ

ケ

ー

ジ

２

０

２

６
」
）。

少
子
化
が
進
む
中
で
、

第
四
学
区
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
は
、
今
年
度
２
５
０

人
の
５
支
援
と
な
っ
た
。

夫
婦
共
働
き
の
子
ど
も

た
ち
は
、
安
全
に
過
ご
せ

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

通
う
の
が
当
た
り
前
と
な

っ
て
い
る
が
、
施
設
は
狭

隘
化
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
の
施
設
整
備
の
方

針
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

長
期
的

に
は
学
校
施
設
の
改
築
に

合
わ
せ
検
討
を
行
う
。

緊
急
性
が
あ
る
場
合

は
、
学
校
の
空
き
教
室
等

の
活
用
を
第
１
に
、
既
存

の
市
有
施
設
、
学
校
周
辺

の
民
間
施
設
な
ど
の
利
用

も
検
討
す
る
。
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新つるおかHP

県
要
望
、公
益
大
公
立
化
、県
障
害
者
大
会
、そ
れ
ぞ
れ
に
課
題

▽
７
月
７
日
、
鶴
岡
市
の
県
へ
の
重
要

要
望
、
鶴
岡
選
挙
区
全
県
議
出
席
。
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
市
長
が
説
明
し

た
、
①
空
港
機
能
の
拡
充
、
②
羽
越
新

幹
線
の
整
備
促
進
と
羽
越
本
線
の
高
速

化
・
輸
送
力
増
強
、
③
企
業
立
地
及
び

設
備
投
資
関
連
施
策
の
充
実
、
に
つ
い

て
は
検
討
を
要
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、全
部
で

項
目
の
要
望
の
多
く
は
、

62

党
市
議
団
の
提
案
も
含
む
市
民
要
望
で

あ
る
こ
と
か
ら
出
席
し
た
も
の
で
す
。

８
日
、
東
北
公
益
文
科
大
学
公
立
化
記

念
式
典
。
県
は
公
立
化
検
討
時
に
、「
卒

業
生
の
地
元
定
着
率
が
低
下
す
る
」
事

を
課
題
に
挙
げ
て
い
ま
し
た
が
、
明
確

な
対
策
が
示
さ
れ
た
訳
で
は
無
く
、
大

き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
、
第3

8

回
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動

10車
道
新
潟
・
山
形
県
境
地
区
建
設
促
進

大
会
に
来
賓
と
し
て
出
席
。

日
、
年
金
者
組
合
鶴
岡
田
川
支
部
定

11期
大
会
で
、
吉
村
県
政
の
特
徴
と
県
議

会
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
。

日
、
朝
日
ス

13ー
パ
ー
ラ
イ
ン

利
用
促
進
協
議

会
で
来
賓
あ
い

さ
つー

日
、
厚

14

16

生
環
境
常
任
委

員
会
庄
内
・
最
上
視
察
（
画
像
は
メ
タ

ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
、
左
が
関
）

日
、
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
大
会
に

17来
賓
と
し
て
出
席
。
大
会
宣
言
・
決
議

で
は
、障
害
者
差
別
解
消
法
及
び
県
「
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き

る
社
会
づ
く
り
条
例
」
が
施
行
さ
れ
て

年
と
指
摘
、
「
障
が
い
の
有
無
に
よ

11り
、
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
人

権
及
び
平
等
な
機
会
が
保
障
さ
れ
る
共

生
社
会
の
実
現
を
図
る
」
と
決
議
し
ま

し
た
。
理
想
と
は
程
遠
い
現
状
を
打
開

す
る
た
め
、
私
も
努
力
を
強
め
ね
ば
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

６
月

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、

22

日
本
共
産
党
の
坂
本
昌
栄
議
員
が
①
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
②
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
、
取

り
上
げ
ま
し
た
。

施
設
整
備
に
資
材
高
騰
・
不
足
の
影
響
は

問

令
和
８
年
度
か
ら
５

歳
児
健
康
診
査
が
開
始
さ

れ
た
。

診
査
後
に
特
性
を
持
つ

児
童
や
そ
の
親
に
、
適
切

な
支
援
を
す
る
施
設
と
支

援
体
制
作
り
が
必
要
だ
。

令
和
７
年
度
に
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
の

手
法
と
し
て
民
間
委
託
が

提
案
さ
れ
た
。

民
間
委
託
先
が
、
専
門

的
な
指
導
・
助
言
が
で
き

る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
機
能

を
堅
持
で
き
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

ス
ー
パ

ー
バ
イ
ズ
機
能
は
地
域
全

体
の
療
育
水
準
の
底
上
げ

を
図
り
、
伴
走
型
の
支
援

を
行
う
。

民
間
事
業
者
が
培
っ
て

き
た
実
践
や
専
門
的
な
ノ

児
童
発
達
支
援
セ
民
間
委
託

機
能
堅
持
で
き
る
か

ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
民
間
事

業
所
が
最
善
と
考
え
た
。

問

民
間
委
託
先
と
地
域

事
業
者
と
の
関
係
性
に
、

問
題
が
生
じ
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
が
。

健
康
福
祉
部
長

整
備
手

法
に
関
わ
ら
ず
、
セ
ン
タ

ー
と
地
域
の
事
業
者
が
協

調
し
、
療
育
体
制
を
強
化

す
る
。

問

令
和
６
年
度
末
に
検

討
さ
れ
て
い
た
、
中
核
拠

点
型
市
直
営
の
場
合
と
、

民
間
委
託
の
場
合
と
で
、

設
置
に
必
要
と
さ
れ
る
人

件
費
の
比
較
は
。

健
康
福
祉
部
長

市
職
員

の
兼
務
と
児
童
発
達
支
援

管
理
責
任
者
、
相
談
支
援

専
門
の
３
人
体
制
で
１
１

０
０
万
円
と
試
算
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月16日入札分

・市駅前再開発ビル機械室屋上防水改修工事（末広町3番）（入札8
業者）
(株)ナカムラ 3,500,000円（3,820,000円）工期～10/20（落札率91.62％）
・市営紅葉岡住宅1・2号棟及び柳原住宅Ｂ棟外壁修繕工事（紅葉岡
住宅・湯温海字紅葉岡123番地5／柳原住宅・湯温海字湯之尻288番
地）（入札3業者）
日栄産業(株) 8,400,000円（8,560,000円）工期～11/27（落札率98.13％）
・黄金コミュニティ防災センター照明器具ＬＥＤ化工事（青龍寺字
北内203番地1）（入札14業者）
(株)システムコントロール 11,500,000円（12,210,000円）

工期～9/1/29（落札率94.19％）

温海庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
7月16日入札分

・令和7年災33-102戸沢災害復旧工事(繰越明許)（戸沢字小早田地
内）（入札1業者）
本間建設(株) 6,750,000円（6,760,000円）工期～9/3/19（落札率99.85％）

消防本部警防課入札結果（ ）内は予定価格
7月16日入札分

・高坂地内耐震性貯水槽設置工事（高坂地内）（入札5業者うち1業
者辞退）
(株)佐藤工務 15,400,000円（15,630,000円）工期～11/30（落札率98.53％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
7月16日入札分

・温海公園整備工事（湯温海地内）（入札1業者）
(株)マルゴ 44,000,000円（44,060,000円）工期～9/3/24（落札率99.86％）

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
7月14日入札分

・市公共下水道事業 雨水茅原第2排水区舗装復旧工事（茅原町地内）
中止

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月14日入札分

・市集落排水事業 三瀬地区管路施設68～133号新設工事（三瀬地内）
中止
・市公共下水道事業 汚水16H024-1～16H024-3号新設工事（小淀川
地内）（入札5業者うち2業者辞退）
(有)大地工営 29,200,000円（29,540,000円）

工期～9/1/12（落札率98.85％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

収
入
は
５
０
０
万
円
を
見

込
ん
だ
。

民
間
の
場
合
、
既
に
人

員
配
置
の
基
準
を
満
た
し

て
い
る
が
、
市
か
ら
の
給

付
費
７
５
０
万
円
が
発
生

す
る
。

問

児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
、
相
談
室
や
療

育
を
行
う
部
屋
、
静
養
室

や
事
務
室
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。

民
間
委
託
先
の
整
備
に

係
る
経
費
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

施
設
の

狭
隘
化
解
消
の
た
め
、
３

６
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

坂
本

令
和
６
年
度
に
提

案
さ
れ
た
中
核
拠
点
型
市

直
営
の
整
備
案
が
最
適
で

あ
り
、
市
直
営
の
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
に

向
け
、
検
討
す
る
べ
き
だ
。

市
平
和
都
市
宣
言
」
と
の

整
合
性
を
理
解
し
な
い
議

本
市
で
は
就
労
系
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
２
年
間
「
就
労
移
行

支
援
」
、
月
額
９
万
円
程

の
「
就
労
継
続
支
援
（
Ａ

型
）」、
月
額
２
万
程
の
「
就

労
支
援
継
続
（
Ｂ
型
）」
、

就
労
６
か
月
後
か
ら
２
年

間
「
就
労
定
着
支
援
」
、

就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
「
就

労
選
択
支
援
」
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

実
践
で
は
、

「
障
害
者
を
雇
用
し
て
い

る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ

ー
（
株
）
は
、
何
度
も
失

敗
を
繰
り
返
し
て
来
た

が
、
現
在
は
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
を
通
し
、
特
性
の

理
解
を
深
め
、
長
く
安
定

し
て
働
け
る
環
境
を
整
備

し
て
き
た
。」

「
（
有
）
畑
田
鐵
工
所
で

は
一
人
一
人
の
特
性
を
生

か
し
、
溶
接
や
研
磨
な
ど

の
作
業
を
担
い
、
継
続
的

に
働
き
、
他
従
業
員
と
も

関
係
性
を
保
っ
て
き
た
。」

な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
雇
用

に
お
け
る
問
題
点
や
、
支

援
を
必
要
と
す
る
障
害
者

の
特
性
に
合
わ
せ
た
仕
事

の
切
り
分
け
な
ど
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
井
巌
議
員
（
産
業
建

設
常
任
副
委
員
長
）
と
坂

本
昌
栄
議
員
（
厚
生
常
任

副
委
員
長
）
が
出
席
し
ま

し
た
。

者
が
出
席
し
ま
し
た
。

関
係
機
関
が
連
携
し
、

地
域
一
体
で
障
害
者
の
就

労
の
支
援
体
制
を
構
築
す

る
た
め
、
事
業
者
の
雇
用

実
態
や
課
題
、
事
例
な
ど

を
共
有
し
、
意
見
交
換
を

行
う
事
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

「
商
工
福
連
携
意
見
交
換

会
」
が

日
、
出
羽
庄
内

10

国
際
村
で
開
か
れ
ま
し

た
。主

催
は
、
社
会
福
祉
法

人
月
山
福
祉
会
（
理
事
長

石
川
一
郎
）
で
、
地
域
の

商
工
事
業
者
と
支
援
機

関
、
自
治
体
、
議
会
関
係

長
の
姿
勢
に
、
批
判
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

２
０
２
６
国
民
平
和
大

行
進
へ
の
支
援
・
激
励

を
、
五
十
嵐
一
彦
鶴
岡
市

議
会
議
長
が
全
面
拒
否
し

た
問
題
で
、
共
産
党
市
議

団
は
「
新
つ
る
お
か
」
に

掲
載
し
て
き
ま
し
た
。

国
民
平
和
大
行
進
実
行

委
員
会
の
「
平
和
行
進
ニ

ュ
ー
ス
」
７
月

日
付
に

19

も
、
「
平
和
行
進
へ
の
激

励
を
市
議
会
議
長
が
拒

否
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

☆

☆

「
被
爆
地
へ
の
連
帯
を
示

す
機
会
に
対
し
、
こ
の
よ

う
な
対
応
を
と
っ
た
こ
と

は
誠
に
残
念
で
あ
り
、
市

議
会
議
長
と
し
て
相
応
し

い
対
応
で
あ
っ
た
の
か
疑

問
を
禁
じ
得
な
い
。

実
行
委
員
会
で
は
議
長

に
依
頼
し
た
ペ
ナ
ン
ト
は

返
却
さ
せ
、
そ
の
ペ
ナ
ン

ト
に
鶴
岡
被
爆
者
の
会
の

三
浦
恒
祺
氏
か
ら
署
名
を

頂
い
て
、
原
水
禁
世
界
大

会
参
加
者
に
託
し
て
広
島

に
送
る
こ
と
に
し
た
。
」

☆

☆

鶴
岡
市
役
所
前
の
集
会

で
は
、
佐
藤
市
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
総
務
課
長
に
よ

り
代
読
さ
れ
、
市
長
名
が

記
さ
れ
た
ペ
ナ
ン
ト
と
協

力
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
、
庄
内
町
で
は
富
樫

透
町
長
・
石
川
保
議
長
・

職
員
組
合
か
ら
、
三
川
町

で
は
阿
部
誠
町
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
ペ
ナ
ン
ト
協
力
金

を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

年
続
く
国
民
平
和
大

68
行
進
の
意
義
と
、
「
鶴
岡

（
２
０
２
４
年
平
和
行
進
で
は
、
当
時
の
議
長
・

尾
形
昌
彦
氏
が
ペ
ナ
ン
ト
に
署
名
）


